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有
村
治
子
・
女
性
活
躍
担
当
大

臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
男

女
共
同
参
画
）
は
５
月
２６
日
、
全

国
都
市
会
館
に
佐
藤
祐
文
・
本
会

会
長
（
横
浜
市
議
会
議
長
）
を
訪

れ
、
「
地
方
議
会
に
お
け
る
女
性

の
活
躍
促
進
に
つ
い
て
」
と
題
す

る
要
請
文
を
手
交
し
た
。
要
請
文

は
、
標
準
市
議
会
会
議
規
則
に
出

産
に
伴
う
議
会
の
欠

席
に
関
す
る
規
定
を

明
確
に
設
け
る
こ
と

な
ど
女
性
議
員
活
動

環
境
の
整
備
促
進
を

求
め
る
も
の
。

要
請
の
際
、
有
村

大
臣
か
ら
「
『
女
性

の
活
躍
』
に
つ
い
て
、

安
倍
内
閣
、
政
府
を

あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
内
外
、
特

に
国
際
的
に
見
て
、

最
も
女
性
の
参
画
が

遅
れ
て
い
る
の
が
政
治
の
分
野
で

あ
る
。
女
性
が
参
画
し
、
結
婚
や

出
産
と
い
っ
た
実
体
験
が
今
後
の

議
会
活
動
に
役
立
ち
、
ま
た
、
議

会
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
直
結
す

る
。
全
国
市
議
会
議
長
会
８３
年
の

歴
史
の
上
に
新
た
な
時
代
に
向
か

っ
て
、
標
準
市
議
会
会
議
規
則
に

出
産
に
伴
う
議
会
の
欠
席
に
関
す

る
規
定
を
設
け
て
も
ら
い
た
い
」

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。
佐
藤
会
長

か
ら
は
「
ご
指
摘
の
点
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
趣

旨
を
踏
ま
え
て
、
速
や
か
に
会
議

規
則
に
規
定
を
設
け
る
。
し
っ
か

り
や
り
た
い
」
と
回
答
し
た
。

要
請
を
受
け
、
本
会
で
は
、
直

ち
に
標
準
市
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
し
た
。

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
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）
で
も
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

６
月
上
旬
に
は
、
改
正
し
た
旨
の

通
知
を
全
市
に
発
出
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

な
お
、
本
会
の
調
べ
で
は
、
全

国
８
１
３
市
区
議
会
の
女
性
議
員

は
２
７
１
１
人
、
全
議
員
に
占
め

る
割
合
は
１３
・
８
％
と
な
っ
て
い

る
（
２６
年
８
月
１
日
現
在
）
。

全国市議会議長会会長 佐藤 祐文 様

地方議会における女性の活躍促進について
活力ある地域の創造に向け、リーダーシップを

発揮して御尽力されている市議会議員の皆様に、
心からの敬意と感謝を申し上げます。
すべての人々が暮らしやすい地域をつくってい

くためには、地方の政治における女性の参画を拡
大し、生活実感に根差した声を反映していくこと
が重要です。
しかしながら、先の統一地方選挙において多く

の女性議員が誕生したものの、議会に占める女性
の割合はまだまだ低い状況にあります。
この原因の一つとして、女性議員が議会活動を

行いながら出産できる環境が整っていないことが
指摘されており、各地方議会における状況につい
て、有権者の関心も高まってきています。
つきましては、女性議員が活躍できる環境を整

備して議会を活性化し、より良い住民サービスを
実現するため、標準市議会会議規則において出産
に伴う議会の欠席に関する規定を明確に設けてい
ただくことを御検討いただきますよう、お願い申
し上げます。
今後とも、地方と国との積極的な連携を図らせ

ていただき、政治に女性の課題解決力を活かし、
持続可能な社会の実現を目指していきたいと存じ
ます。

平成２７年５月
女性活躍担当大臣
内閣府特命担当大臣（男女共同参画）

有村 治子

２７
年
４
月
１
日
、

東
京
都
八
王
子
市
が

一
般
市
か
ら
、
埼
玉

県
越
谷
市
が
特
例
市

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
中
核

市
に
移
行
し
た
。

な
お
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
中
核

市
の
要
件
が
人
口

３０
万
以
上
か
ら
２０

万
以
上
に
変
更
さ
れ
、
特
例
市
制

度
が
２７
年
４
月
１
日
に
廃
止
さ
れ

た
た
め
、
今
号
か
ら
表
を
改
め
た
。

廃
止
時
に
特
例
市
で
あ
る
市
（
施

行
時
特
例
市
）
は
、
特
例
市
の
事

務
を
引
き
続
き
処
理
す
る
。
ま
た
、

３２
年
３
月
３１
日
ま
で
は
人
口
２０
万

未
満
で
あ
っ
て
も
中
核
市
の
指
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
改
正
内
容

標
準
市
議
会
会
議
規
則
第
２
条
に

第
２
項
と
し
て
「
議
員
は
、
出
産

の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、

日
数
を
定
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
議

長
に
欠
席
届
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
」
を
加
え
る
。
第
９１
条

に
第
２
項
と
し
て
「
委
員
は
、
出

産
の
た
め
出
席
で
き
な
い
と
き
は
、

日
数
を
定
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
委

員
長
に
欠
席
届
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
」
を
加
え
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1942号６月５日平成27年
（2015年）

６月５日現在の都市数
８１３団体

うち

指定都市 ２０市

中核市 ４５市

施行時特例市 ３９市

一般市 ６８６市

特別区 ２３区

４／１

八八
王王
子子
市市

越越

谷谷

市市
がが
中中
核核
市市
にに
移移
行行

有有
村村
大大
臣臣
がが
佐佐
藤藤
会会
長長
にに
要要
請請

要
請
を
受
け
標
準
市
議
会
会
議
規
則
を
改
正

（１） 平成２７年６月５日 第１９４２号
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財
政
制
度
等
審
議
会
（
財
務
大

臣
の
諮
問
機
関
）
は
５
月
１１
日
、

財
務
省
で
財
政
制
度
分
科
会
を
開

催
し
、
地
方
財
政
な
ど
に
つ
い
て

議
論
し
た
。

会
議
資
料
で
は
、
国
の
一
般
会

計
歳
出
の
う
ち
１０
兆
円
を
超
え
る

経
費
は
社
会
保
障
関
係
費
、
国
債

費
の
ほ
か
地
方
交
付
税
で
あ
り
、

こ
の
３
つ
で
歳
出
総
額
の
約
４
分

の
３
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
地

方
交
付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
に

お
け
る
、
歳
入
と
歳
出
の
ギ
ャ
ッ

プ
（
財
源
不
足
）
を
埋
め
る
も
の

で
あ
り
、
国
・
地
方
あ
わ
せ
た
基

礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ
Ｂ
）
を
改
善

す
る
た
め
に
は
、
地
財
計
画
上
の

歳
出
の
抑
制
が
最
も
重
要
と
し
、

財
政
健
全
化
に
向
け
、
地
方
も
、

国
の
取
り
組
み
と
歩
調
を
あ
わ
せ

た
歳
出
抑
制
の
具
体
的
規
律
が
不

可
欠
と
し
て
い
る
。

地
方
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、
財
政
収
支
も

黒
字
で
あ
る
。
ま
た
、
長
期
債
務

残
高
に
つ
い
て
も
、
国
と
は
異
な

り
、
近
年
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
推
移

と
し
て
い
る
。

本
会
で
は
、
近
年
、
一
般
財
源

総
額
の
確
保
を
要
望
し
て
き
た
。

ま
た
、
昨
年
度
に
お
い
て
も
、
２７

年
度
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て
、

「
地
方
税
・
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
の
確
保
」
を
要
望
し

て
い
る
が
、
会
議
資
料
で
は
「
地

方
一
般
財
源
総
額
の
水
準
自
体
は
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
大
規

模
な
危
機
対
応
措
置
（
別
枠
加
算
、

歳
出
特
別
枠
）
が
講
じ
ら
れ
た
平

成
２２
年
度
か
ら
『
実
質
的
に
同
水

準
』
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

今
後
、
公
債
費
が
減
少
し
て
い
く

こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
今
後
、
こ

の
水
準
自
体
を
見
直
す
こ
と
が
必

要
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
会
で
は
昨
年
度
に

「
歳
出
特
別
枠
及
び
そ
れ
に
伴
う

国
の
別
枠
加
算
措
置
な
ど
必
要
な

歳
出
を
地
方
財
政
計
画
に
確
実
に

計
上
す
る
こ
と
」
を
要
望
し
た
が
、

会
議
資
料
で
は
、
危
機
対
応
モ
ー

ド
か
ら
平
時
モ
ー
ド
へ
の
切
り
替

え
と
し
て
、
「
地
方
財
政
に
お
い

て
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後

の
臨
時
異
例
の
危
機
対
応
と
し
て
、

歳
入
面
で
は
別
枠
加
算
、
歳
出
面

で
は
歳
出
特
別
枠
が
措
置
さ
れ
、

今
も
継
続
し
て
い
る
。
足
元
の
経

済
再
生
の
進
展
、
地
方
税
の
増
収

を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
こ
れ
ら
の

措
置
を
解
消
す
べ
き
。
特
に
、
歳

出
特
別
枠
に
つ
い
て
は
、
近
年
、

一
定
の
縮
減
は
な
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
縮
減
額
を
超
え
る
規

模
で
、
歳
出
特
別
枠
と
類
似
し
た

新
た
な
歳
出
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
事
業
費
１
兆
円
）
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え

れ
ば
歳
出
特
別
枠
に
つ
い
て
は
速

や
か
に
廃
止
す
る
必
要
」
と
し
て

い
る
。

そ
の
他
、
会
議
で
は
、
文
教
・

科
学
技
術
や
、
公
共
事
業
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。

財
政
審
が
地
方
財
政
に
つ
い
て
議
論

▼
議
長

▽
真
庭

竹
原
茂
三
（
４
・
２３
）

▽
赤
磐

金
谷
文
則
（
４
・
２４
）

▽
諫
早

山
口
隆
一
郎
（
４
・
２４
）

▽
静
岡

繁
田
和
三
（
４
・
２７
）

▽
庄
原

堀
井
秀
昭
（
４
・
２７
）

▽
行
方

鈴
木
義
浩
（
４
・
３０
）

▽
出
雲

長
廻
利
行
（
４
・
３０
）

▽
宇
城

河
野
一
郎
（
４
・
３０
）

▽
佐
伯

井
野
上
準
（
４
・
３０
）

▽
清
須

久
野

茂
（
５
・
１
）

▽
豊
後
大
野

小
野
順
一
（
５
・
１
）

▽
沼
田

星
野

稔
（
５
・
７
）

▽
長
門

岡
�

巧
（
５
・
７
）

▽
国
東

木
田
憲
治
（
５
・
７
）

▽
長
久
手

伊
藤
祐
司
（
５
・
８
）

▽
大
垣

石
田

仁
（
５
・
８
）

▽
多
治
見

加
藤
元
司
（
５
・
８
）

▽
小
松
島

井
村
保
裕
（
５
・
８
）

▽
東
か
が
わ

田
中
貞
男
（
５
・
８
）

▽
串
間

岩
下
幸
良
（
５
・
８
）

▽
垂
水

池
之
上
誠
（
５
・
８
）

▽
室
蘭

岡
田
健
一
（
５
・
１１
）

▽
塩
尻

金
田
興
一
（
５
・
１１
）

▽
佐
久

小
林
貴
幸
（
５
・
１１
）

▽
府
中
（
東
京
）

市
川
一
�
（
５
・
１１
）

▽
豊
川

中
村
直
巳
（
５
・
１１
）

▽
安
城

早
川
建
一
（
５
・
１１
）

▽
関

西
部
雅
之
（
５
・
１１
）

▽
下
呂

中
島
博
�
（
５
・
１１
）

▽
竹
田

坂
梨
宏
之
進
（
５
・
１１
）

▽
枕
崎

新
屋
敷
幸
隆
（
５
・
１１
）

▽
網
走

山
田
庫
司
郎
（
５
・
１２
）

▽
下
田

森

温
繁
（
５
・
１２
）

▽
津
山

木
下
健
二
（
５
・
１２
）

▽
善
通
寺

林
野
忠
弘
（
５
・
１２
）

▽
高
知

竹
村
邦
夫
（
５
・
１２
）

▽
嘉
麻

宮
原
由
光
（
５
・
１２
）

▽
夕
張

厚
谷

司
（
５
・
１３
）

▽
魚
津

下
司
孝
志
（
５
・
１３
）

▽
大
村

村
上
秀
明
（
５
・
１３
）

▽
留
萌

野
崎
良
夫
（
５
・
１４
）

▽
旭
川

塩
尻
伸
司
（
５
・
１５
）

▼
副
議
長

▽
真
庭

宮
田
精
一
（
４
・
２３
）

▽
諫
早

松
本
正
則
（
４
・
２４
）

▽
静
岡

遠
藤
裕
孝
（
４
・
２７
）

▽
庄
原

福
山
権
二
（
４
・
２７
）

▽
丸
亀

多
田
光
廣
（
４
・
２７
）

▽
行
方

宮
内

守
（
４
・
３０
）

▽
出
雲

板
倉
明
弘
（
４
・
３０
）

▽
宇
城

豊
田
紀
代
美
（
４
・
３０
）

▽
佐
伯

江
藤

茂
（
４
・
３０
）

▽
南
房
総

飯
田
彰
一
（
５
・
１
）

▽
清
須

住
田
元
紀
（
５
・
１
）

▽
豊
後
大
野

佐
藤
辰
己
（
５
・
１
）

▽
滝
川

山
口
清
悦
（
５
・
７
）

▽
沼
田

小
野
要
二
（
５
・
７
）

▽
長
門

長
尾

実
（
５
・
７
）

▽
国
東

丸
小
野
宣
康
（
５
・
７
）

▽
大
垣

山
口
和
昭
（
５
・
８
）

▽
多
治
見

仙
石
三
喜
男
（
５
・
８
）

▽
小
松
島

武
田

清
（
５
・
８
）

▽
東
か
が
わ

石
橋
英
雄
（
５
・
８
）

▽
串
間

中
村
利
春
（
５
・
８
）

▽
垂
水

北
方
貞
明
（
５
・
８
）

▽
室
蘭

小
田
中
稔
（
５
・
１１
）

▽
塩
尻

丸
山
寿
子
（
５
・
１１
）

▽
佐
久

市
川

将
（
５
・
１１
）

▽
府
中
（
東
京
）

西
宮
幸
一
（
５
・
１１
）

▽
豊
川

山
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子
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）

▽
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）

▽
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郎
（
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）

▽
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）

▽
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生
（
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・
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）

▽
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小
林
尚
文
（
５
・
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）
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宏
（
５
・
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）

▽
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明
（
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・
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▽
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（
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・
１４
）

▽
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（
５
・
１５
）

▼
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長

▽
鹿
角

沢
田

力
（
４
・
１
）

▽
魚
津

吉
川
高
広
（
４
・
１
）

▽
行
方

羽
生
和
弘
（
４
・
１
）

▽
下
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永
井
達
彦
（
４
・
１
）

▽
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山
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俊
司
（
４
・
１
）

▽
長
門

和
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正
（
４
・
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）

▽
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浩
（
４
・
１
）

▽
都
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博
（
４
・
１
）

▽
安
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市
（
長
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県
）

〒
３
９
９
―
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２
８
１

長
野
県

安
曇
野
市
豊
科
６
０
０
０

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変

更
な
し

議議
会会
人人
事事

新新
庁庁
舎舎
落落
成成
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平成２７年度「CASE STUDY 行政不服審査法・行政訴訟実務講習会」の開催
～事例等をもとに徹底解説！ 行政不服審査法改正に伴う自治体の対応
及び行政訴訟実務者のための知識と留意点について解説～

行政不服審査法の改正内容と審理員や第三者機関等地方公共団体の

対応について及び行政訴訟における手続から対応まで、担当者として

知っておくべき実務上のポイントを具体的な事例をもとに専門の弁護

士が懇切丁寧に解説します。各地方公共団体の職員の皆様の行政不服

審査法・行政訴訟の実務能力の向上に役立つ実践的な講義内容となっ

ております。

◆日時及び会場
１１月１０日（火）～１１月１１日（水）

東京都千代田区：全国町村会館２階ホール
◆講 師：伊東 健次氏（弁護士）
◆プログラム：第１日目 １０：００～１６：００ 行政不服審査法

（行政不服審査法改正のポイント／審理員／第三者機
関等）

第２日目 １０：００～１６：００ 行政訴訟
（行政事件訴訟の意義及び権能／行政事件訴訟の類型
／訴状の提出／答弁書の提出／口頭弁論の準備行為
他／行政事件訴訟の審理上の諸問題／判決による訴
訟の終了 他）

◆受 講 料：受講料（教材費込・税込）賛助会員２０，０００円、非賛助会員
３０，０００円

◆お申込み専用フォーム：https://krs.bz/gyosei/m/rilg_koshu

平成２７年度「公益・一般法人会計実務講習会」の開催
～これだけは知っておきたい実務の基礎・留意点～

公益・一般法人の担当職員（関係団体の職員等を含む）、監査委員

及び同事務局職員等を対象に、新しくなった公益・一般法人制度の概

要と会計制度について、基礎から運用のポイント・留意点や、受講者

から事前に受け付けた日頃の実務の疑問等について、公益法人会計の

第一人者である辺土名厚先生（公認会計士）が具体的事例も交えなが

ら、わかりやすく解説します。各地方公共団体の公益・一般法人担当

職員、監査委員及び同事務局職員の皆様の実務能力の向上に役立つ実

践的な講義内容となっております。

◆日時及び会場
７月１３日（月） 東京都千代田区：全国町村会館２階ホール

◆講 師：辺土名 厚氏（公認会計士）
◆プログラム：
１３：００～１６：３０ 公益・一般法人の相違点

評議員会・理事会等で押さえるべきポイント
公益法人の１８要件の概略と留意点

（途中、適宜休憩）一般法人の公益目的支出計画の概略と留意点
会計基準
公益・一般法人に求められる決算書と留意点
受講者から提出の質疑応答等

◆受 講 料：受講料（教材費込・税込）賛助会員１０，０００円、非賛助会員
１５，０００円

◆お申込み専用フォーム：https://krs.bz/gyosei/m/rilg_koshu

平成２７年度「公共施設等総合管理計画実務講習会」の開催
～喫緊の課題である公共施設等総合管理計画策定のポイン
トについて解説～

速やかな対応が求められている公共施設等総合管理計画の策定に当

たっての基本的な考え方や留意点について、総務省自治財政局財務調

査課長が説明するとともに、先進的な取組事例を自治体担当者が解説

するものです。計画策定のポイントを押さえた実践的な講義内容とな

っております。

◆日時及び会場
７月３日（金） 東京都千代田区：全国町村会館２階ホール

◆講 師：総務省自治財政局財務調査課長、先進自治体担当者
◆プログラム：
１３：００～１４：３０ 公共施設等総合管理計画策定に当たっての留意点

（総務省）
１４：４０～１５：３０ 先進自治体取組事例�（埼玉県さいたま市）
１５：３０～１６：２０ 先進自治体取組事例�（埼玉県鶴ヶ島市）
◆受 講 料：受講料（教材費込・税込）賛助会員１０，０００円、非賛助会員

１５，０００円

◆お申込み専用フォーム：https://krs.bz/gyosei/m/rilg_koshu

平成２７年度「法務能力向上のための特別実務セミナー」の開催
～苦手な法務もこれで解決！変化に即応できる自治体職員等のための短期集中セミナー～

全国共通の課題を解明する「法務特別セミナー」を全国１３か所で、
市区町村行政の地域の課題及び重要判例を研究する「法務実務研究セ
ミナー」を全国７か所で開催します。自治体法務に精通した先生方に
講師をお願いしており、市区町村の職員や議員の皆様の法務能力の向

上に役立つ実践的な講義内容となっております。

◆日時及び会場
＜法務特別セミナー＞
第１回 ５／１９（火）～５／２１（木） 千代田区：全国町村議員会館
第２回 ６／２（火）～６／４（木） 岡山市：ピュアリティまきび
第３回 ６／１６（火）～６／１８（木） 京都市：京都テルサ
第４回 ６／３０（火）～７／２（木） 宇都宮市：栃木県庁
第５回 ７／２２（水）～７／２３（木） 鳥取市：とりぎん文化会館
第６回 ７／２８（火）～７／３０（木） 水戸市：茨城県庁
第７回 ８／４（火）～８／６（木） 大分市：大分県自治人材育成セ

ンター
第８回 ８／１８（火）～８／２０（木） 福岡市：福岡県中小企業振興セ

ンター
第９回 ９／２（水）～９／４（金） 福井市：福井県国際交流会館
第１０回 ９／２９（火）～１０／１（木） 名古屋市：愛知県産業労働セン

ター
第１１回 １０／１４（水）～１０／１６（金） 松山市：えひめ共済会館
第１２回 １０／２０（火）～１０／２２（木） 青森市：ラ・プラス青い森
第１３回 １１／１８（水）～１１／２０（金） 前橋市：群馬県庁

＜法務実務研究セミナー＞
第１回 ８／２６（水）～８／２８（金） 福岡市：福岡県中小企業振興セ

ンター
第２回 １０／２７（火）～１０／２９（木） 札幌市：ポールスター札幌
第３回 １１／１０（火）～１１／１２（木） 青森市：ラ・プラス青い森
第４回 １１／２５（水）～１１／２７（金） 千代田区：全国町村議員会館
第５回 １２／８（火）～１２／１０（木） 京都市：メルパルク京都
第６回 １／１３（水）～１／１５（金） 岡山市：ピュアリティまきび
第７回 ２／２（火）～２／４（木） 名古屋市：名古屋国際センター
※いずれのセミナーも１日目１３：００～１６：４５、２日目１０：００～１６：

４５、３日目１０：００～１２：１５（鳥取会場のみ １日目１０：００～１６：

４５、２日目１０：００～１２：１５）

※昨年度のセミナーは参加者の皆様から大変好評をいただきまし

た。

◆受 講 料：受講料（教材費代・税込）賛助会員４，０００円、非賛助会員
６，０００円

◆お申込み専用フォーム：https://krs.bz/gyosei/m/rilg_seminar

平成２７年度「地方議会活性化セミナー」の開催
～時代の変化に即応する議会運営のあり方等議会の活
性化方策を探求する～

地方分権の推進に伴う条例制定権の拡大に対応した条例制定や地方

公共団体の創意工夫による施策の立案等地方議会の役割が益々大きく

なるなかで、時代の変化に即応した議会運営のあり方等地方議会の活

性化方策を探求するものです。地方議会に詳しい山梨学院大学教授江

藤俊昭先生の講演の他、議会改革に取り組む先進自治体議会の関係者

による事例紹介を予定しており、議員及び議会事務局職員の皆様に役

立つ実践的な内容となっております。

◆日時及び会場
１０月１５日（木） 東京都千代田区：全国町村議員会館２階会議室
◆講 師：江藤 俊昭氏（山梨学院大学教授）、先進議会関係者
◆プログラム：
１３：００～１４：３０ 地方議会の活性化方策（江藤俊昭先生）
１４：４０～１５：３０ 議会改革先進的取組事例�
１５：３０～１６：２０ 議会改革先進的取組事例�
◆受 講 料：受講料（教材費込・税込）賛助会員１０，０００円、非賛助会員

１５，０００円

◆お申込み専用フォーム：https://krs.bz/gyosei/m/rilg_koshu

◇問合わせ先：一般財団法人 地方自治研究機構 研修部

電話 ０３‐５１４８‐０６６２ ＦＡＸ ０３‐５１４８‐０６６４

メール koshu@rilg.or.jp

◇そ の 他：詳細は当機構ＨＰ http://www.rilg.or.jp/htdocs/

003.html を御参照下さい。

（３） 平成２７年６月５日 第１９４２号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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い
て
。
２７
年
１

月
に
総
務
省
が
取
り
ま
と
め
た

「
医
師
等
の
確
保
対
策
に
関
す
る

行
政
評
価
・
監
視
結
果
に
基
づ
く

勧
告
」
に
も
あ
る
が
、
医
師
の
地

域
偏
在
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県

内
に
お
け
る
偏
在
の
拡
大
な
ど
依

然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、

良
質
な
医
療
を
持
続
的
に
提
供
す

る
体
制
の
整
備
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
２６
年
６
月
に
は
、
医
療
法

が
改
正
さ
れ
、
医
師
不
足
病
院
の

支
援
な
ど
を
行
う
地
域
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
努
力
義
務
と

さ
れ
た
が
、
自
治
体
病
院
に
お
け

る
医
師
不
足
解
消
の
た
め
、
医
師

不
足
地
域
へ
の
一
定
期
間
勤
務
の

義
務
付
け
や
、
地
域
医
療
に
従
事

す
る
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、

診
療
科
ご
と
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
医
師
育
成
方
策
の
確
立
な
ど
適

切
か
つ
万
全
の
措
置
を
講
じ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
自
治
体
病
院
議
員
連
盟
】

▽
会
長
�
細
田
博
之
（
衆
議
院
議
員
）

▽
幹
事
長
�
森
英
介
（
同
）
▽
事
務

局
長
�
谷
公
一
（
同
）
▽
顧
問
�
津

島
雄
二
（
前
自
治
体
病
院
議
員
連
盟

会
長
）
▽
会
員
�
衆
・
参
議
院
議
員

１
１
１
名

【２０１５年５月号】
特集：地方創生に向け、大きく羽

ばたく
巻頭言：地方創生は地域の総力戦

で挑む 増田寛也
・人口減少克服と地方創生の実現
に向けて 末宗徹郎

・地域おこし協力隊員の活躍で地
域を元気に！

総務省地域力創造グループ
・地方創生と地方議会の役割

今村都南雄

・後回しにできぬ「地方像」の議
論 人羅 格
・縮小時代を生き抜くための、まち
づくりの経営力入門 木下 斉
・地方創生―逆境を活かす

香坂 玲
・現地報告 京都府京丹後市

長野県塩尻市
◇教養講座◇
地方議員が開く「政策の窓」

牧瀬 稔

議
会
人
事

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL ０３‐３２６４‐２５２０ 又は FAX ０３‐３２６４‐２８６７
URL http://chuoubunkasha.web.fc2.com/

挨拶する細田議連会長

要望する土田病院協会長

総会の模様

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

議員研修誌 月刊 地方議会人
Ａ�版・７２頁・定価７５２円（年間購読料９，０２４円）
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